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高萩市長及び市議会議員補欠

選挙の結果

昭和63年度歳入歳川決算報告

たずねある記④

高萩の昔話と民俗
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－2月の土曜閉庁は, 10日と24日です－



笑顔健やか
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一
月
二
十
一
日
⑪
文
化
会
館
で
、
〃
笑
顔
健
や

か
わ
れ
ら
た
か
は
ぎ
元
気
人
〃
を
テ
ー
マ
に

約
二
千
人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
て
、
第
四

回
市
民
健
康
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
健
康
づ
く
り
標
語
入
選
者
や
献
血
功
労

者
な
ど
の
表
彰
式
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
操
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
保
育
園
児
の
演
奏
、
少
林
寺
拳
法
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
健
康

講
演
、
牧
伸
二
さ
ん
の
「
ウ
ク
レ
レ
人
生
」
が
ひ
と

き
わ
会
場
を
わ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

戦 ]』 配 串慧if

<識識謬蕊

蕊

鰄繍識オーシヤンスポーツクラブのエアロビクス
健康講演「ウクレレ人生」

…

「
健
康
づ
く
り
」
標
語
入
選
者

へ
入
し
ょ
く

じ
よ
う
認

○
お
い
し
い
ね
偏
食
し
な
い
子
丈
夫
な
子

小
島
公
代
（
下
手
綱
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○
健
康
は
口
か
ら
足
か
ら
心
か
ら

鈴
木
猛
夫
（
有
明
町
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が
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黄
金
よ
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宝
の
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那
辺
澄
江
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山
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地
域
保
健
予
防
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業
の
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、
鈴
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、
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、
弓
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、
鈴
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喜
一
、
鈴
木
健
郎
、
鈴
木
義
康

口

■

口

三

ま
た
、
ロ
ビ
ー
な
ど
で
は
小
・
中
学
校
の

絵
画
、
．
習
字
の
展
示
や
医
師
に
よ
る
健
康
相

談
コ
ー
ナ
ー
、
そ
し
て
、
文
化
会
館
前
駐
車

場
に
は
、
各
種
模
擬
店
や
献
血
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
開
設
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま

し
た
。健

康
ま
つ
り
で
表
彰
さ
れ
た
か
た
は
、
次

の
み
な
さ
ん
で
す
。
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敬
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献
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加
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ま
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、
車
栄
城

献
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献
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高萩市長選挙；
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大
久
保
清
氏
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当
選

投票率は

83.07%

（
敬
称
略
）

大
久
保
清

一
「
四
五
九
票

鈴
木
藤
太

九
、
五
三
七
票

投
票
率
八
三
・
○
七
％

投
票
総
数
二
一
、
一
二
七
票

（
無
効
投
票
三
一
二
票
）

高
萩
市
長
選
挙
は
、
二
月
四
日
⑧
、

（
》

市
内
二
十
七
か
所
の
投
票
所
で
、
い
っ

せ
い
に
行
わ
れ
、
二
一
、
一
二
七
人
の

か
た
が
投
票
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
の
有
権
者
数
は
、
二
五
、

囚
三
二
人
で
、
投
票
率
は
八
三
・
○
七

％
と
な
り
ま
し
た
。

開
票
は
、
当
日
の
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
午
後
九

時
十
分
、
大
久
保
清
氏
が
当
選
し
ま

し
た
。

二
月
四
日
㈹
市
長
選
挙
と
同
時
に

行
わ
れ
た
高
萩
市
議
会
議
員
の
一
名
欠

高
萩
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
は

平
正
三
氏

が
当
選

ー

十
二
月
二
十
二
Ⅲ
㈱
市
役
所
玄
関

前
で
、
大
能
の
二
十
分
団
へ
小
型
動
力

ポ
ン
プ
積
載
車
の
配
置
式
が
行
わ
れ
、

消
防
活
動
の
よ
り
一
肘
の
強
化
が
岡
ら

れ
ま
し
た
。

貝
に
伴
う
補
欠
選
挙
は
、
平
服
三
氏

が
当
選
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）
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○
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、
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五
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第20分団（大能)へ

国



一般会計歳入決算

811=6,170万4千円(3.4)

昭
和
六
十
三
年
度
の
一
般
会
計
や
国

民
健
康
保
険
事
業
、
老
人
保
健
事
業
、

町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
、
三

つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が
、

十
二
月
の
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

効
率
酌
む
繭
政
逼
曾
に
勢
力

～
昭
和
六
十
三
年
度
歳
入
歳
出
決
算
か
ら
～

自主財源・依存財源別内訳

内：前年比伸び率(％）（

一一一~一一一－
国･県支出金

10億8,407万|リ

］3．3％（△53）
す
で
に
、
九
月
の
市
議
会
で
認
定
さ

れ
た
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
の

企
業
会
計
の
決
算
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の

内
容
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会
経
済
状

／

、

聯
騎
5億997万5T･円

6．3％ ，

市

)7億5

46．

（5
ｰ＝

‘ 況
の
も
と
、
高
萩
市
も
よ
り
効
率
的
な

活
力
あ
る
市
政
運
営
に
努
力
、
二
十
一

世
紀
を
展
望
す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

｛△7‘/
、、

その他

2値8,038万5千円

3．4発（28.2）

地方譲与税

利子割交付金

娯楽施設利川税交付令

自動車取得税交付金

交通安余対策特別交付金

／

IJ
－－－－－－｣一一

｜鯆鱗鱸
｜財産収入

一｛寄附金

一

繰入金

繰越金

諸収人

緊国・県支出金には産炭地域振興臨時交付金を含みます［

/

1民生費 15.0%(1.2)
111f6,559万'千円

土木費19.8%(al.1)
151E3,209万5千円 一般会計

歳出決算

〆
へ
）

77億4，836万3千円

（4.2）
都市計画道路上手綱赤浜線

市民一人あたり 4万3千6百円

一世帯あたり 14万2千8百円

ホームヘルパー制度

市民一人あたり 3万3千2百円

一肚帯あたり 10万8千7百円
（ ）内：前年比伸び率(％）、 ノ

、 、

農林水産業費76％(50）
5億8,778万'千円

衛生費その他86％(△57）
6億6,943万5千lリ

（消防費､議会費,商工賛,労働費災害復旧費）
篭護議溌謹認蕊蕊蕊溌灘蕊議篭篭蕊蕊蕊醗蕊鱗難蕊懲蕊蕊蕊蕊蕊瀧醗蕊隷溌識調

7.1％(5.7）

5億4,924万2千円

"藤

蕊識辮慰鐸驚蕊驚蕊識識…;癖識蕊識蕊蕊謡灘隷鰐識鱸癖＃

あなたのまこころを献血で

市民一人あたり 1万5千6百円

一世帯あたり 5万1千2百P]

花貢川流域土地改良事業

市民一人あたり 1万6千7百円

一世帯あたり 5万4千8百円
ノ

高萩海水浴場

市民一人あたり 1万9千III

一世帯あたり 6万2千4両円
ノ、 〆

4



決算総括表
前年比伸び率（％）

言矛一一一唾
一 般 会 計

歳 歳 差し引 き入 出
歳入 歳出

81億6,170万4千円 77億4,836万3千円 4億1.334万1千円 423.4

国民健康保険事業 16億4,471万5千円特
別
会
計

15億7,262万8千円 7,208万7千円
11 ．7

LL． t）10.5

老人保健事業 1,883万9千円15億1,587万2千円 14E9,703万3千円 1238

21町西側土地区画整理事業 2億9,026万4千円 2億7,702万9千円 l,323万5千円 1_0

計 34億5,085万1千円 33億4,669万円

110E9,505万3千円

1億416万1千円

5E1｡750万2千円

5.76.5

△
ロ 計 116億1,255万5千円 1．3 4.7

(企業会計の上欄は収益的収入及び支出，下欄は資本的収入及び支出です｡）

3億5,000万9千円 2億5,344万3千円 9,656万6千円 1.9 △1．2

水 道 事 業企
業

3億1,350万'千円 6億2,373万5千円 △3億1,023万4千円 △38.5 8. 1

609万7千円1億1,060万円 lE450万3千円 14

（）

８

３

△0．4

工業用水道事業
△2,687万7千円2,687万7千円へ

云

4億6,060万9千円 3億5,794万6千円 1億266万3千円

△3IE3,711万1千円

3.01．3

△38.5

1.3
計 ↑三

口

6億5,061万2千円3億1,350万1千円 77
1口 I

毒

市税 入の推移!'又 市税の内訳 37億5,366万6千円(5.1)

構成比

（％）

前年比伸

び率(％）

億円
決算額区 分

35.71 37.5440+

市民税 18億1､834万3千円 48.4 9.41

30十 ワ月
日U 固定資産税 12億9,352万1千円 34.5 2.3

電気税 2億3,883万2千円 L26.4
20十

！
(単位：億円）

（ ）内：前年比伸び率(％）
都市計画税 2億 91万円 53 1.8

1億6,658万3千円たばこ消費税 △1．81.410+

軽自動車税 2,094万5千|]1 0.6 8.4
｜

年度54

坐
帥

１
｜
田

坐
一
他

_L

59
の他 1,453万2千円そ 0.4 △46,8戸、

DJ

､

公債費110％（25）

8億5,348万円

教育費131%(.0.5)
10億1,101万5千円

総務費178％（261）

13億7,972万4千円

市営住宅

市民一人あたり 2万4千3百'11

－世帯あたり 7万9千6百円

ー'

き一､…垂乳｡玲一 .“
謹鍵審景篭巻寒李琴零謬奪寒噌胃雰享雰､露雫騨?識鐸需冤蚕覇言零勺舜富毒声理弔霊詠謎零鍔、

駐冤ご孟翌壺冒ﾆ ﾆ 輯寺函娃h E円咄曄二弾

蕊蕊蕊 蕊霧

|職騨詳寵ﾛ｜
、 ノ

税務課窓口

市民一人あたり 3万9千2百|リ

ー世帯あたり 12万8千6百|'1
ノ、

市民一人あたりの経費は

22万4百円

一世帯あたりの経費は

72万2千4百円です。

市民一人あたりの市税負担額は

10万6千7百円

一世帯あたりの市税負担額は

34万9千9百円です。

算出には

平成元年3月31日現在
華

/人

世

、

、

ノ
昔
市

人
世

６
７

６
２

１
７

口
誼
数
ｍ

世
市

認

蕊
ノノ

騨潔

露

の数字を使いました。

己



人
間
優
先
の

生
活
環
境
づ
く
り

老
人
福
祉
の
た
め
に

二
億
一
○
五
万
九
千
円

児
童
福
祉
の
た
め
に

三
億
九
五
七
万
九
千
円

心
身
障
害
者
福
祉
の
た
め
に

八
、
九
○
二
万
五
千
円

国
民
健
康
保
険
事
業
繰
出
金

九
、
一
五
七
万
八
千
円

保
健
予
防
の
た
め
に一

、
七
八
一
万
一
千
円

健
康
で
や
す
ら
か
な

地
域
社
会
づ
く
り

心
豊
か
な
人
づ
く
り

市
営
住
宅
建
設
事
業

二
億
六
、
三
二
九
万
九
千
円

松
岡
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
事
業

一
億
五
、
九
○
二
万
八
千
円

市
営
野
球
場
・
高
浜
運
動
広
場
等
整
備

一
、
八
三
五
万
七
千
円

図
耆
館
運
営
経
費

四
、
六
三
三
万
九
千
円

（
図
書
購
入
費
ほ
か
）

L

昭
和
六
十
三
年
度
の

主
な
し
ご
と

、

活
力
あ
る
市
民
生
活
を
一

つ
く
り
出
す
産
業
づ
く
り
一

土
地
改
良
事
業一

億
四
、
四
八
六
万
四
千
円

山
村
林
業
構
造
改
善
事
業

（
林
道
開
設
ほ
か
）

三
、
六
二
六
万
円

山
村
振
興
対
策
事
業一

、
二
五
六
万
六
千
円

商
工
会
運
営
費
補
助
金

一
、
二
三
八
万
六
千
円

観
光
対
策
事
業

七
○
八
万
二
千
円

都
市
発
展
の

墓
礎
づ
く
り

都
市
計
画
街
路
整
備
事
業

一

一
億
七
、
四
一
四
万
四
千
円
一一

河
川
改
修
事
業

六
、
六
四
三
万
一
千
円

屋

公
共
下
水
道
事
業
負
担
金

一

二
億
五
、
八
八
九
万
六
千
円
一

町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
繰
出
金
一

六
、
四
九
八
万
四
千
円
一

一
棟
三
十
戸

（
腿
～
侭
年
度
二

一
棟
三
十
戸

（
侭
～
元
年
度
二

幼
児
遊
園

高
戸
集
会
所
建
設
事
業

二
、
○
四
（

一
か
年
継
続
）

か
年
継
続
）
一

万
三
千
円

｝
一

＝… ~F 言 :~ ~弔 訓 －－歩…卜

歳
入
で
は
、
前
年
度
の
決
算
額
よ
り

一
○
・
五
％
の
増
、
そ
の
要
因
と
し
て

は
、
国
庫
支
出
金
、
繰
入
金
等
の
増
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
割
・
資

産
割
で
そ
れ
ぞ
れ
○
、
二
％
、
均
等
割
．

平
等
割
で
そ
れ
ぞ
れ
千
円
の
引
き
上
げ

を
行
い
、
課
税
限
度
額
を
四
○
万
円
と

し
ま
し
た
。

被
保
険
者
一
人
あ
た
り
で
み
る
と
、

保
険
税
で
は
五
万
五
、
五
三
五
円
（
前

年
度
五
万
一
、
二
七
三
円
）
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
八
、
六
八
○
円
（
前
年

度
三
、
八
六
四
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
川
は
、
前
年
度
の
決
算
額
よ
り
一

一
・
三
％
の
増
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
老

人
保
健
拠
出
金
に
お
い
て
二
八
・
一
％

（
九
、
四
九
七
万
八
千
円
）
伸
び
た
こ

と
が
、
大
き
な
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

健康診査風景

○万保
7三一一I隆加’I 町

西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

決
算
額
は
、
前
年
度
よ
り
歳
入
で
、

決
算
額
は
、
前
年
度
に
対
し
て
歳
入

で
三
・
八
％
（
五
、
四
七
九
万
五
千
円
）
、

歳
出
で
、
一
・
二
％
（
一
、
八
四
二
万

八
千
円
）
の
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

年
々
、
増
加
を
続
け
て
い
る
医
療
給

付
費
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
で
は
○
・

七
％
二
、
○
七
六
万
六
千
円
）
と
前

年
度
の
伸
び
六
・
二
％
（
八
、
五
二
川

万
九
千
円
）
を
下
回
り
ま
し
た
。

受
給
者
数
で
は
、
二
、
七
○
六
人
（
月

平
均
）
と
前
年
度
に
比
べ
て
二
○
人

（
川
・
二
％
）
の
増
加
を
み
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
事
業

ま
す
。ま

た
、
老
人
保
健
拠
出
金
外
の
保
険

給
付
費
も
、
四
・
七
％
（
四
、
七
八
八

万
五
千
円
）
の
伸
び
率
を
示
し
て
い
ま

す
。

被
保
険
者
一
人
あ
た
り
で
み
る
と
、

保
険
給
付
費
と
老
人
保
健
拠
出
金
一
四

万
一
、
三
○
七
円
（
前
年
度
一
二
万
七
、

○
五
六
円
）
と
前
年
度
に
対
し
て
一
一

二
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。蕊鍵鶏蕊議蕊

鱗蕊蕊鍵
韓騨

灘驚
認
工
業
用
水
道
事
業

町本
松
久
保
工
業
団
地
の
六
事
業
所
と
市

鍾
内
一
事
業
所
に
、
契
約
水
昌
一
里
、
年
間
七

、封
三
○
§
、
（
一
＄
、
あ
た
り
一
五
円
）
で
供

雲
給
し
、
実
給
水
量
は
契
約
水
量
に
対
し

整
て
八
五
・
○
％
を
示
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業

昭
和
六
十
三
年
度
の
業
務
量
は
、
給

水
件
数
七
、
九
○
六
件
（
対
前
年
比
三

五
％
増
）
、
給
水
人
川
二
五
、
六
六
八
人

で
前
年
度
と
比
較
し
て
七
三
六
人
、
三

○
％
塒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
間
給
水
量
は
、
二
六
八
万
四
、
○

二
四
㎡
（
対
前
年
比
二
・
四
％
増
）
を

供
給
し
、
給
水
普
及
率
は
七
四
・
七
％

に
達
し
て
い
ま
す
。

一
日
最
大
配
水
量
は
、
前
年
度
に
続

い
て
施
設
能
力
の
九
、
○
○
○
㎡
を
示

し
、
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
へ

一
・
○
％
（
二
八
六
万
六
千
円
）
、
歳
出

で
二
・
一
％
（
五
五
九
万
四
千
円
）
と

そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
伸
び
を
示
し
て
い
ま

す
。

当
地
区
の
公
共
施
設
の
整
備
改
善
と

宅
地
の
利
用
増
進
を
図
り
、
健
全
な
市

街
地
の
形
成
を
め
ざ
し
、
平
成
四
年
度

ま
で
を
施
行
期
間
と
す
る
実
施
計
川
に

基
づ
い
て
、
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

!
L 三

巳



鼻 鴬常識剛

平成元年度上半期

予算執行の状況

～平成元年9月30日現在～
建設中の保健センター(中央公民館前） 下手綱公民館跡地に建設中の松岡地区館

予算額

85億8,901万3千円

支出済額

30億1 ,212万5千円
（35.1％）

予算額

85億8,901万3千円

収入済額

39億9，658万3千円
（46.5％）

■股会計）一般会計

歳 出 歳 入

５
ｌ
Ｔ

20 25 30

1 (億円）

4億8,641万1千円25．5％

）19億456万8千円222％

10 15 5 刈

Ｔ

25 30

ロー■

35

~｢｢雨

58. 1％

川

Ｔ

旧

Ｔ_一〒

蕊 ザ
》

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
」
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

､19{#9,490万円
士木費

34億3,626万4千円 400%)

＝5億8
） 12億912億9

472万7千円 ％
％

３
０

５
５

４
１

10E2,910万1千円 66.6%

） 15億4,630万円 」8.0%
民生費

,097万4千円

霊 4億9,288万8千円 45 ％
％

２
７

％
％

６
９

０
０１

570万円

9億3,493万円
総務費

) 10億8,948万8千円 12

|窪
責

4億1，

） ’0億7，

205万1千円 38．3％

636万7千円 12．5％

1億7,758万3千円 21．0％

8億4,623万1千円 9．8％
教 育

零 2億9,815万7千円 33815万7千円 33．5％

041万7千円 10.4%

6,109万7千円 17．0％

3億5,958万6千円 4．2％
公債費

| ) 8{g9041万7千円 10.4%

墨 ‘臆‘‘"汗偶‘"“
） 8億1,864万7千円 9.5%

§ ］億1,129万1千円 ］62％
） 6億8,865万2千円 80％

寒一 3億2,334万2千円 390％
) 8'E2,990万|｣1 97％

7億2,820万2千円 49．7％

141g6,570万2千l'1 17.1%
衛生費

＝

農林水産業費

l

ー

収入支出済額，予算対比(％）

予算額，構成比(％）
その他

企業
《
云 計 特別会計

’水道事業
会計別 予算額 収入済額 支出済額

区分｜ 予買 雨 予算対比
（％）

予算対比
（％）

収人済額 区分 予算額 支出済額

"||収鋤支iⅢ収益的収入 3{;9,705万4千|ｴ1

18{gl074万円

1{#9,795万4千l1l 2億7,932万6千円 ０
０

８
１

３11E 628万3千円

風"願牒:|""防円事
7億368万6千円 5億9,782万2千円

資本的収入 129万3fILI 資本的支出 20億6,621万1千円0. 1 21115万8千円

i;| 22億779万4千円 '億9,924万7¥''' 90 １三口 23億4,553万7千・円 1億2, 744万'千円 う.4

老人保健事業' 17億376万'千円 7El,578万2千・円 6億8,412万7千|]1

工業用水道事業

区分
収統的収入

資本的収入

計

分

収入

単’
予算対比

（％）

50，5

予算額 収入済額 予算額区分 支出済額
町西側土地

区、整理事業
3億2,200万円 1lg 426万9千・円 7,709万3gr･l'1

'億1,303"3zH'1

123万3千円

5,710万5千円

150万4千|ｴ1

5‘ 860万9千l'1

収益的支&I | 1E1,053万1千円 3,908万|リ

122.0 資本的支,LII 3,707万3千円 1,534万7千円 ｲ14
rユ.宝

二 卜
ITI 36億7,506万1千P 15億2,373万7千円 131H5,904万2千円

1億1,426万肝l'l 513 計 ’ 1億4,760万4千円 5, 442万7千円 j6.9

フ

市 税

地方交付税

市 債

国庫支出金

県支出金

その他

､＝

、＝

＝

§

、

§

…



高
萩
焼
層
に
《
ゞ
、
》
《
》
溌
蕊
篭
蕊
譲
騨

逝
っ
て
し
ま
っ
た
兄
が
、
「
お
ま
え
な

ち
毎
、
、
土
に
接
し
て
い
ま
す
と
上
は
無
一
言
の
中
に
色
ら
こ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
よ
っ
て
必
ず
喜
び
に
出
会
え
る

た
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
、
心
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
は
ず
だ
か
ら
、
何
が
あ
っ
て
も
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
、

家
る
か
の
よ
う
に
、
時
に
は
厳
し
く
打
ち
の
め
さ
れ
、
失
望
生
き
る
喜
び
と
は
そ
ん
な
こ
と
だ
よ
：
：
：
］
と
、
話
し
て

作
の
ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ
て
目
が
覚
め
る
思
い
を
さ
せ
、
れ
た
の
が
最
後
の
会
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
．
そ

縦
嚇
雌
鮴
輔
辨
擁
咄
刈
猟
斯
鯏
鰯
釧
搬
螺
継
蝿
剛
親
達
輔
耕
謝

つ
／
兇

生
ち
Ⅲ
静
か
に
息
づ
い
て
、
今
度
は
向
こ
う
か
ら
私
を
見
て
だ
い
て
い
る
こ
と
を
、
な
に
よ
り
も
あ
り
が
た
く
思
っ
て

の
い
る
よ
う
に
思
え
、
そ
ん
な
息
づ
か
い
を
大
切
に
し
て
行
い
ま
す
。

耐
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．
こ
の
高
萩
の
風
で
あ
り
、
雲
で
あ
り
、
草
木
で
あ
る
よ

萩
自
然
の
神
秘
性
や
坐
命
力
の
す
ば
ら
し
誉
に
心
打
た
孔
ぅ
に
、
愛
き
れ
る
高
萩
焼
を
形
づ
け
て
行
き
た
い
と
願
っ

冨
真
の
芸
術
と
は
、
神
善
ま
が
お
創
り
に
な
っ
た
自
然
を
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
か
、
こ
の
仕
事
を
通
じ
、
お
世

★
う
の
で
あ
っ
て
、
私
は
、
そ
れ
を
写
し
表
現
す
る
こ
と
が
話
に
な
っ
た
多
く
の
人
や
、
こ
の
高
萩
の
た
め
に
、
ご
恩

二
で
き
る
よ
う
に
育
っ
た
た
め
に
、
こ
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
を
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
自
分
を
向
上
さ
せ
、

リ
た
だ
い
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
り
し
ま
す
が
、
修
練
し
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
強
く
心
に
命
じ

シ
移
り
変
わ
る
自
然
の
中
で
、
あ
ま
り
に
も
小
さ
く
、
力
の
て
い
ま
す
。

な
い
自
分
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

式
ナ
く
ト
ィ
ト
ィ
ナ
く
ナ
ィ
ノ
ィ
ノ
ィ
ト
ィ
ナ
く
ト
ィ
ナ
ィ
ナ
ィ
ナ
く
ｊ
く
ナ
く
／
く
卜
く
ト
ィ
ト
ィ
ト
く
卜
く
ト
ィ
ト
く
卜
く
ト
ィ
ト
ィ
ナ
く
ト
ィ
く
ナ
く
ト
ィ
ト
く
ト
く
ト
く
ナ
ィ
ト
ィ
ト
く
；
く
ト
ィ
ナ
、
ト
ィ
ト
く
卜
く
卜
く
卜
く
ナ
ィ
ト
く
ナ
ィ
ト
く
卜
く
ト
く
卜

ｼﾘーズ★高萩術の生ん
だ作家たち－

(壷

高萩高校

演劇部 ⑮

私
を
支
え
る

三
月
の
公
演
を
前
に
練
習
に
余
念
の
な
い
高
萩
高
校
の

演
劇
部
、
部
員
は
男
子
一
人
を
含
む
十
一
人
で
す
。
「
入
部

者
、
大
歓
迎
，
。
」
と
い
う
同
部
、
キ
ャ
ス
ト
、
演
出
な
ど

を
決
め
る
と
、
照
明
、
音
響
な
ど
の
効
果
の
拙
当
者
が
不

部
員
の
支
え
は
、
観
客
の
厳
し
い
目
、
や
さ
し
い
目

▲下山田昌右さん

（上手綱）

陶 芸）

一爲雪窯蕊毎…篭

足
し
て
し
ま
い
、
学
友
に
協
力
を
得
て
舞
台
に
臨
ん
で
い

ま
す
。前

年
度
、
関
東
大
会
出
場
の
経
歴
を
も
つ
少
数
精
鋭
の

岡
部
、
し
か
し
、
今
川
の
県
大
会
で
二
位
の
成
績
だ
っ
た

墜
取
声

▲ある日の海

恥
り
ま
せ
ん

今
、
太
陽
の
光
り
が
水
面
に
反
射
し
、

キ
ラ
メ
イ
て
い
る
風
景
を
モ
チ
ー
フ
に

し
、
形
は
自
然
の
生
命
力
と
か
、
躍
動
、

そ
し
て
静
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
造
形
を

表
現
で
き
る
自
分
に
近
づ
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
ど
か
し
い

く
ら
い
た
ど
り
着
け
ず
に
お
り
、
そ
の

年
々
の
精
一
杯
の
自
分
の
姿
で
し
か
あ、

たずねある記

“ ①
本
市
中
一
川
川
川
代
坪
の
菊
地
出
さ
ん

の
裏
山
に
一
基
の
石
塔
が
あ
り
、
毎
年

・
凡
人
に
ち

二
月
十
八
日
は
そ
の
縁
日
で
あ
る
と
し

て
土
地
の
人
々
は
食
物
を
供
え
た
り
、

念
仏
供
養
を
し
た
り
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

か
こ
う
が
人

巧
塔
は
比
較
的
立
派
な
花
崗
岩
製
で
、

中
央
部
に
「
野
沢
太
郎
左
術
門
殿
霊
位

敬
白
」
と
あ
り
、
そ
の
わ
き
に
「
寛

（
一
レ
ハ
ー
“
一
卜
し
）

永
十
川
年
仙
二
〃
十
八
Ⅱ
」
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

『
松
岡
地
理
誌
』
に
は
、
Ⅲ
代
地
区

か
い
は
っ
Ｌ
主
う
も
人

の
開
発
証
文
（
開
発
許
可
証
）
が
収
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
発
行
日
が
こ
れ
と

同
一
年
月
日
で
す
。
野
沢
太
郎
左
衛
門

二
打
ｎ

は
当
地
方
に
お
け
る
水
戸
藩
の
郡
奉
行

だ
っ
た
人
で
す
。

二
六
川

｝

み
と
し

寛
永
十
八
年
、
水
戸
藩
で
は
「
巳
年

お
な
わ

の
御
繩
」
と
呼
ば
れ
る
厳
し
い
検
地
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
検
地
は
⑱
斗

た
ん
と
う
れ
ん
ぐ
ち
よ
う
Ｌ
ゅ
う
り
ふ
う

代
（
反
当
年
貢
徴
収
量
）
は
昔
の
ま
ま
、

②
面
積
計
算
は
従
来
の
一
坪
が
六
尺
三

寸
四
方
で
あ
っ
た
も
の
を
正
六
尺
四
方

も

”

一

塁

二

ⅡＬ

と
改
め
る
、
と
い
う
方
法
で
一
挙
に
十

ぞ
う
ち
ぶ
う

分
の
一
の
増
徴
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
す
㈲

共
零
彰
繩
。
ｆ
八

と
こ
ろ
が
、
こ
の
年
は
飢
鰹
と
も
い

、一
》

郡奉行をしのぶ

田代の石塔

高萩市文化財保護審議会委員

江尻光昭さん

（本川）

う
べ
き
年
で
あ
っ
た
た
め
農
民
側
か
ら

て
い
こ
う

抵
抗
を
受
け
、
金
沢
村
（
Ⅱ
立
巾
金
沢
）

二

』

つ

二

Ｌ
猶
け
い

で
は
強
訴
し
た
庄
屋
が
処
刑
さ
れ
る
と

い
う
事
件
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

二
六
Ⅲ
四
〕

そ
れ
か
ら
四
年
後
の
正
保
元
年
四
月

二
十
八
日
、
時
の
郡
奉
行
で
あ
っ
た
野

心
》
し

一

べ

沢
太
郎
左
衛
門
は
同
役
の
跡
部
氏
と
と

く
人
と
く
そ
ん
み
ん
し
ゅ
っ
く
る

も
に
「
君
徳
を
損
じ
、
民
衆
を
苦
し
め

じ
じ
人

た
」
と
い
う
叫
川
で
自
尽
（
切
腹
）
を

命
ぜ
ら
れ
、
す
べ
て
郡
奉
行
の
責
任
と

い
う
こ
と
で
事
件
は
終
末
を
告
げ
ま
し

た
。

単
純
に
考
え
る
と
、
い
か
に
も
悪
郡

奉
行
と
い
っ
た
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、

郡
奉
行
は
検
地
の
基
本
方
針
を
変
更
す

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
専
決
で
き
る

立
場
に
な
く
、
事
件
の
解
決
の
た
め
努

力
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
行
政
淵
川

‐
聿
辱
ザ
ロ

と
し
て
の
藩
の
立
場
を
護
る
た
め
の
犠

牝
と
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

田
代
に
あ
る
石
塔
は
、
郡
奉
行
の
死

を
知
っ
た
地
元
の
人
々
が
、
開
発
そ
の

他
、
乢
衆
の
た
め
尽
力
し
て
く
れ
た
恩

に
報
い
る
た
め
、
そ
れ
を
記
念
し
て
建

て
た
も
の
で
、
郷
土
の
雁
史
を
物
語
る

大
事
な
史
跡
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

▼田代にある石塔

蕊
巳



Ｐ
高
萩
高
校
熱
が
は
い
っ
て
い
ま
す
。

演
劇
部
の
み
な
さ
ん
今
は
、
受
験
が
終
わ
っ
て
加
わ

る
三
年
生
を
待
ち
な
が
ら
、
一
、

二
年
生
で
練
料
が
行
わ
れ
て
い
ま

２

〆た
め
関
東
大
会
へ
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
女

性
が
叫
性
役
を
や
る
の
は
無
理
が
あ
る
凶
が
、
県

大
会
で
受
け
た
評
価
で
し
た
。
キ
ャ
ス
ト
七
人
中

六
人
が
男
役
、
「
低
い
声
を
出
そ
う
と
の
ど
が
浦
く

な
る
ほ
ど
紳
群
を
、
ま
た
、
少
年
や
男
性
の
し
ぐ

鱸
蝿
朏
湖
睡
鍋
蕊
灘

と
ま
ど
い
シ
ョ
ヅ
ク
を
受
け
た
部
一

程
畦
瞬
難
い
碓
船
凱
封
鼬
、
一
澁
司
一

登
審
雰
一
曲
一
〃

決
め
た
脚
本
、
厳
し
い
評
価
を
糧

甫

辛

手

守
弓
堪
察
罷
鋤
制

間

１

１

＄

と
し
て
、
よ
り
す
ぐ
れ
た
作
品
づ
↑
↑
ｉ

く
り
を
と
、
三
月
の
舞
台
を
前
に

》
一

す
。
そ
の
部
員
を
見
守
る
顧
問
の
加
藤
木
先
生
、

「
部
且
た
ち
の
支
え
は
、
伽
に
き
て
く
れ
る
み
な

さ
ん
の
厳
し
い
日
、
や
さ
し
い
目
で
す
。
ぜ
ひ
、

舞
台
を
観
に
き
て
部
員
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
巴

と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

〆
ｉ
卜
“
ぐ
１
１
§
Ｉ
《
：
隣
逆
湖
砧

日
日
「

‐
ト
ー
Ｒ
‐
ｊ
ｌ
ご
‐
リ

ニ
『
一

§
言
冒
自
彦
冒
古
参
２
息
享
２
自
営
２
言
参
与
べ
§
き
き
昼

蕊蟇爵

き
放
脱
の
秘
芸
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の

秘
芸
で
富
ん
だ
上
に
も
富
み
栄
え
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
み
た
隣
の

は
く
し
ナ
ヮ

乏
少
の
妾
が
、
犬
を
そ
そ
の
か
し
て
描

冨
の
許
に
弟
子
入
り
さ
せ
、
秘
仏
を
教

え
ら
れ
る
が
失
敗
し
て
散
々
な
日
に
合

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

湧
策

ノ（

11シ
〃ず号

1

－銀河鉄道と夜一

何かを見つけたくて…銀河鉄道に乗っ

た僕が終着駅で見たものは“.そして僕は

歩き始めた－

と き 3H29日(桐午後2時40分開演

ところ文化会館

※排し<は，高萩高等学校(盆22-3161)

演劇部加藤木俊子へ

イ

(’

し
Ｉ
Ｌ

Ｉ
ｊ
門
如
く
咋
叩
杙
Ⅷ

峠
Ｍ
１
胤
、
‐
Ⅳ
‘
士
や

、
神
咄

Ｗ
動
叫
〆
唯

、
“
だ
“
恥
川 IM"I

／
，
↓
、
●
叩

Ｊ
ノ
吋

喝
い
い
ｈ
、
、
、

一

一弐

蟇蕊鼠謹溺職霞学
シリーズ「fほ 記’| |己 変二深りのは淡が線南

ぼ高録の現化ノ< く 、二 、水あを北本
｜ ,1萩し魚在に海 、そ人黒のり有約県
梛のて観 、冨流特れ海潮流 、 し百は

％陛鱸織鳥烈震縄喜獅二大海流が導く
弧及すめの海鮎萩る季流あ 、 こキ部

海産魚類がび ･て海をすの魚節、一り火にロに
硴沖 三産もる 7｢'1族にと ま小はメ太
雪刃△ 1'1魚つ海合のよ親す各岩 I 平F1』L、 にT

さい し類て域い生る潮 。河礁ト洋

"t'蝿で'寺繩蕊削!#%|i 舟橋正隆さん
（魚類）露も類 槐汽す火そ側が流いら砂海し

のも を水 ･変の味あーにの浜岸た

｢高萩の動物｣－⑭
ー

▼サケビクニン(コンニヤクウオ属）

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
寒
暖

の
二
人
海
流
の
影
群
を
受
け
て
、
北
方

性
魚
類
、
南
方
性
魚
類
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。し

か
し
、
こ
の
深
く
広
大
な
海
で
す

か
ら
、
深
海
惟
魚
類
や
そ
の
年
に
よ
っ

て
潮
流
に
よ
り
季
節
的
に
短
期
間
来
遊

す
る
魚
熱
等
は
＄
ま
だ
允
分
に
洲
介
さ

れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
今

川
高
萩
の
海
を
洞
査
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
大
変
興
味
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。写

真
は
、
昨
年
六
Ｈ
、
高
秋
沖
を
洲

介
巾
、
水
深
二
面
メ
ー
ト
ル
海
底
で
他

種
と
混
獲
さ
れ
た
「
サ
ケ
ビ
ク
ニ
ン
（
コ

ン
ニ
ャ
ク
ウ
オ
属
）
」
で
す
。
通
常
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
生
息
し
て
い
る
魚
で

す
が
、
本
県
で
初
の
記
録
と
な
り
、
貴

爪
な
魚
種
と
な
り
ま
し
た
。
発
見
当
時

は
、
高
萩
沖
に
極
め
て
低
趾
の
親
潮
が

入
り
込
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
恐
ら
く

こ
の
帆
潮
に
染
っ
て
入
っ
て
き
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

高
萩
沖
合
い
は
、
本
県
で
も
比
較
的

陸
地
に
近
い
と
こ
ろ
で
、
二
大
海
流
に

よ
る
潮
目
が
生
じ
や
す
く
、
そ
こ
に
た

く
さ
ん
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
発
生
し
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
を
叫
に
す
る
小
形
の

魚
類
か
ら
大
形
の
魚
類
ま
で
集
ま
り
、

一
つ
の
生
態
系
を
形
成
し
ま
す
の
で
、

良
い
漁
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
調
盃
時
間
の
許
す
限
り
、
興

味
あ
る
魚
種
の
調
査
を
続
け
、
「
高
萩
の

動
物
」
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

9



ひろ膝

一
月
二
十
一
日
⑧
第
十
五
回
新
春
高
萩
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
約

四
百
人
の
選
手
が
参
加
し
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

成
績
（
敬
称
略
）
（
中
学
生
男
子
）
印
学
高
校
女
子
）

○
十
畑
の
部
①
小
野
晃
①
小
林
久
美
子

（
一
般
男
子
Ａ
）
二
般
男
子
Ｂ
）
②
神
長
和
人
②
中
村
奈
夏

①
皆
川
久
夫
①
小
野
正
人
③
橋
本
和
一
③
長
嶋
優
子

こ
い
ま

②
国
井
安
男
②
小
沼
博
（
オ
ー
プ
ン
女
子
）

③
杉
本
和
良
③
佐
藤
信
①
山
川
恵
美
子

（
高
校
生
男
子
）
（
オ
ー
プ
ン
男
子
）
②
鈴
木
寛
子

①
矢
部
幸
司
①
沼
田
静
雄
③
吉
田
学

②
沼
田
隆
弘
②
加
藤
光
雄
○
’
一
畑
の
部
嘩
辮
辮
辮
鍵
辮
蝿
職
辨
辮

③
井
坂
学
③
加
藤
吉
志
（
一
般
女
子
）
（
小
学
生
）

ひ
し
い
ま

○
五
畑
の
部
鄙

①
細
貝
芙
沙
子
①
菱
沼
賢
治

（
一
般
男
子
Ｃ
）
（
一
般
男
子
Ｄ
）
②
Ⅲ
代
カ
ッ
エ
②
矢
口
伴
和

①
長
岐
治
雄
①
苅
部
正
雄
③
佐
川
せ
つ
子
③
鈴
木
克
治

あ
ぶ
か
わ

②
虻
川
正
次
②
大
越
要
三
（
親
子
）

③
笠
原
文
夫
③
木
次
谷
貞
光
①
棚
谷
光
雄
・
佳
典

②
斉
藤
貢
・
真
治

③
吉
田
克
吉
・
大
樹

健
脚
を
競
っ
た
市
民
マ
ラ
ソ
ン

鶴
厩
厩
脚
舜
献
咄
ｆ
‐
巻
鞭
醗
で
、
１
町
‐
へ
鈩
刺
爾
唾
韓
鴎
〆
叩
唱
埖
点
鋼

ナーは，みなさん

や行事声を紹介

たくさんの話題を

ありがとうござい

しお寄せください。

；

鎧
等
伊
〆
。
、
毎
唖
令
『
虻

課広報広聴係

2111内線262

ー

下君田でできた人工雪

子どもたちと歳末もちつき会
12月26日㈹

臨海学園で，社会福祉協議会関係者な

ど約30人が参加して，歳末もちつき会が‘

開かれ，つきたてのもちを子どもたちに

プレゼントしました。

農協婦人部から寄贈されたもち米を

ふかし，男手がきねをふるう勢いの良

さに，子どもたちは喜び，声援を送って

いました。子どもたちは，みなさんとの

ふれあいをとても楽しみにしています。

人
工
降
雪
実
験
が
、
十
二
月
二
十
三

お
が
み
ど

日
出
、
下
君
田
字
小
神
戸
で
、
㈱
ヤ
ナ

バ
と
㈱
北
海
道
ス
ノ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
験
は
、
午
後
六
時
半
過
ぎ
、
マ
イ

ナ
ス
二
・
四
度
の
気
温
条
件
下
で
行
わ

れ
、
川
か
ら
く
み
上
げ
た
水
を
機
械
で

霧
状
に
勢
い
よ
く
空
中
に
放
水
し
、
人

工
の
雪
を
降
ら
せ
ま
し
た
。

「
冬
の
下
君
田
地
区
の
気
象
条
件
は
、

今
後
、
上
手
に
利
用
す
る
方
向
が
見
つ

か
る
の
で
は
凶
と
、
地
元
の
み
な
さ
ん

か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

飾りもちで交通安全の呼びかけ

1月7日旧）

‘‘思いやりの心で築こう交通安全”

をと， 島・萩（島名・萩ヶ丘）スポー

ツ少年団とその父兄など約80人が，飾

りもち（まゆ玉）を作り，高萩警察署
ご こくほうじょう

に贈りました。小正月に五穀豊穣家

内安全を祈って行われる飾りもちには，

もちのほかに“ヘルメットを忘れない

で”などの交通標語を書いた祈願札も

いっしょにさげられ，訪れる人の目を

楽しませながらの呼びかけとなりまし

た｡

10.5kmを完歩／へ
）

とかく歩かなくなった昨今， 自分の

足でしっかり確かめようと，島名中央

野球スポーツ少年団の子どもたちなど

36人は, 12月24日旧), クリスマス会を

兼ねて，第2回歩け歩け大会を行いま

した。参加者は，南中郷駅から島名多

目的研修会館までの約10.5kmを約3時

間半かけて歩き， 「日ごろ見なれた景色

にも驚きや再発見を得た囚と，快い疲

れに笑顔が見られました。

交通安全祈願もちつき大会

年末年始の交通安全を祈願してのも

ちつき大会が, 12月26H(火),高萩警察

署で，交通安全母の会や松岡小学校の

交通少年団など約50人の参加で行われ

ました。

つきたてのもちに“歳末を無事故で

迎える明るい新年” と言かれた標語を

添え，参加者のみなさんで6号匡|道の

ドライバーに配り，無事故を呼びかけ

ました。

一一＝一一一一…寺＝塞＝…一一F窪一

懸蕊懲議篭
蕊溌蕊識

泌尭踊申認離

$

蕊
…

識
…
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し叶いの
〃
き
の
こ
作
り
を
手
つ
だ
っ
て
〃
と
題
す
る
国
分
雪

ち
ゃ
ん
の
作
文
が
、
平
成
元
年
度
第
三
期
「
ぼ
く
の

作
文
・
わ
た
し
の
作
文
」
（
茨
城
放
送
主
催
）
で
、
最

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
、
十
二
月
五
日
㈹
に
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

君
田
の
位
置
や
自
然
の
紹
介
、
そ
し
て
家
族
や
親

●
●

類
が
集
ま
っ
て
、
穴
を
開
け
た
木
に
き
の
こ
の
き
ん

を
つ
め
る
作
業
の
よ
う
す
が
耆
か
れ
て
い
ま
す
。

作
文
の
中
で
は
、
「
あ
ち
こ
ち
の
木
の
皮
か
ら
、
ま

る
で
木
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
か
さ
を
さ
し
た
よ
う
で

す
。
か
た
ま
っ
て
び
っ
し
り
生
え
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
…
・
・
・
木
が
じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
形

に
な
り
ま
す
〕
な
ど
、
自
分
が
手
伝
っ
た
き
の
こ
の

成
長
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
よ
う
す
や
、
そ
れ
を

み
ん
な
で
食
べ
た
喜
び
な
ど
内
容
が
し
っ
か
り
書
か

れ
て
い
る
と
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

雪
ち
ゃ
ん
の
作
文
が
、
茨
城
放
送
で
ラ
ジ
オ
放
送

さ
れ
、
「
お
母
さ
ん
に
〃
よ
か
っ
た
ね
岬
と
喜
ん
で
も

ら
っ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
。
ま
た
書
く
わ
】
と
話

す
雪
ち
ゃ
ん
、
「
将
来
、
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

″
き
の
こ
作
り
を
手
つ
だ
っ
て
〃
が

最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
る

市民のひろばのコー

の身近に起こった話題

しています。今回も，

お寄せいただきまして

ました。次回もどしど

お待ちしていま～す

☆あて先･…市民活動

（冠23-

国分雪ちゃん

（君H1小3年）

成人おめでとう

受"葦那賀

塁嚢

叙
勲
受
章祝

賀
会

感
■
鋼
砂
，

聯

餅
》
一
《

公
．
”
》
《
副
溌
“
》
，
、
綴
蝋

恥
荊
ｌ

心
ｌ
諾
鍔

十
二
月
二
十
五
日
側
文
化

会
館
で
、
勲
四
等
瑞
宝
章
の
栄

ま
ん
い
も
ろ
う

に
浴
さ
れ
た
大
和
田
幡
市
郎
さ

ん
の
叙
勲
受
章
祝
賀
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
長
や
議
長
を
は

じ
め
、
関
係
者
約
七
十
人
が
出

席
し
て
、
受
草
を
心
か
ら
お
祝

い
し
ま
し
た
。

1月15日（月） 文化会館で，第361皿高

萩市成人式が行われ，市内では518人

（男272人，女246人）が成人を迎え

ました。会場には，友だちとの再会を

喜び，話に花が咲き明るい笑い声が飛

びかっていました。
らんLd う

また， 中国蘭ｿ､|､|市から洋裁の勉強に

来ている研修生のうち，成人を迎えた

3人も， 日舞会のみなさんが用意して

くれた着物を着て式典に出席しましたc

爽需海 蝋蟻典
》
鳶鯵謹製 蜜

唾
蕊

蕊
初日から好評，日本画チャリティー展

高
萩
市
美
術
協
会
の
日
本
画
部
（
松

涛
会
・
会
員
三
十
五
人
）
は
、
一
月

十
八
日
嗣
か
ら
二
十
二
日
㈲
ま
で
の

五
日
間
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
第
一
Ⅲ

日
本
画
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
を
開
き
ま

し
た
。色

紙
か
ら
八
十
号
サ
イ
ズ
ま
で
の

絵
約
百
点
が
展
示
さ
れ
、
初
日
か
ら

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
好
評
で
し
た
。

日
本
画
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
村

田
猛
さ
ん
は
＄
「
益
金
は
市
の
社
会
福

祉
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

誉

脇

灘蕊蝋
劇 ,凄目

倉I造豊かな

子どもたちの作品展

ドクトル・チエコさんを

迎えて講演会
艇

ｰ

第3回高萩市青少年美術・書道展が，

1月l11 I (Wdから15日(月)までの5日間，

中央公民館で開かれました。のびのび

とした書道や，創造豊かな子どもたち

の作品は，訪れる人を楽しませてくれ

ました。

展示作品は，市内の保育園から高校

までの絵画や書道など約720点のほか，

中国藺州市の子どもたちの作品32点も

展示されました。

蓋
ど=望

1凝

蕊
域

1月18日㈱文化会館で，教育関係

者など約800人が参加して，教育振興

大会が開かれました。

このあと，医学随筆の執筆や講演，

放送機関などで活躍中のドクトル・チ

エコさんを講師に迎え,「現代を生き抜

く健康法」と題しての講演会が行われ

ました。健康に関心が高まっている今，

参加者は熱心に講話に耳を傾けていま

した。

4

1

ー

I

親子で楽しんだスキー教室

“親子でスキーを楽しもう” と， 1

ﾉ15日(金)， 6日(土)の1泊2日の日程で

山形県の栗子国際スキー場で親子スキ

ー教室が開かれ，親子19組38人が参加

しました。

「初めてのスキーで， こんなに滑れ

るようになってうれしいわ凶と感激す

る親子なと醤，参加者は和気あいあいの

なかでスキーを学びました。 爵

1 1



ん
者懸

下
農

十
二
月
十
五
日
鯛
東
京
で
開
か
れ
た
全
国
農
業

共
済
大
会
で
、
平
成
元
年
度
農
業
共
済
功
績
者
と
し

て
、
下
山
田
満
男
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

下
山
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
損
害
評
価
委

員
に
就
任
さ
れ
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
三
年
間
、
評

価
会
会
長
と
し
て
そ
の
重
責
を
果
た
す
な
ど
、
約
三
十

八
年
間
に
わ
た
り
、
管
内
農
家
の
経
営
安
定
に
尽
力

さ
れ
、
現
在
も
活
躍
中
で
す
。

農
作
物
の
病
虫
害
、
気
象
条
件
な
ど
を
原
因
と
す

る
被
害
状
況
の
損
害
評
価
の
適
正
化
に
努
め
る
な
ど
、

農
家
が
安
心
し
て
農
業
経
営
で
き
る
基
盤
づ
く
り
に

多
大
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表

彰
と
な
り
ま
し
た
。

高萩市議会の

常任委員会委員が決まりました
昨年12月の高萩市議会定例会で，常任委員会委

員の改選が， ‐ド記のとおり行われましたので， お

知らせします。

平成元年12月12日選任（敬称略）

委員会名 委員長副委員長委員
渡辺賢太郎

のりつぐ

篠原新一郎金沢典胤矢代洋三

鈴木 茂
さと固

守悶七銚吉川争喜子鰡鶴；
よし き

明智健一鋼H fl柵附舞騒
郷土行男

かつ 、媚

輪木本成榊艤火漸蕊

委員

渡辺賢太郎

矢代洋三

鈴木 茂

総 務

委員会

文教厚生

委員会

花
貫
川
改
修
事
業
と
併
わ
せ
た
県
高
萩
土
木
事
務
所
の
花

貫
橋
付
け
替
え
工
事
が
一
部
完
成
し
、
十
二
月
二
十
六
日
㈹

経 済
明智健一

委員会

建 設
鈴木本成

委員会

経 済

委員会

花
貫
橋
が

ｰ

※なお，詳しくは，高萩市議会だより2月号をご

覧ください。

リ

開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
花
貫
橋
は
、
昭
和
三
年
に

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
近
年
の

交
通
量
の
増
大
、
車
両
の
大
型

化
な
ど
の
た
め
、
昭
和
五
十
八

年
に
新
し
い
橋
の
か
け
か
え
計

画
が
立
案
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

測
量
調
査
な
ど
を
行
い
、
本
体

工
事
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か

ら
平
成
元
年
度
の
二
か
年
継
続

事
業
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
花
貫
橋
に
よ
り
、
交
通

の
利
便
性
を
は
か
り
、
海
岸
部

と
内
陸
部
を
結
ぶ
県
道
高
萩
大

子
線
の
南
の
玄
関
口
と
し
て
の

利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

開

通:…お元気ですか偲健婦です…､
ミ 健康診査でからだに関心を ；

平
成
元
年
度
の
一
般
健
康
診
査
の
全
日
程
が
終
り
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
健
康
診
査
の
結
果
は
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
か
ら
、
基
本
健
康
診
査
（
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
血
液

検
査
、
心
電
図
、
眼
底
検
査
等
）
を
二
会
場
設
け
ま
し
た
。
一
川

で
精
密
検
査
ま
で
の
内
容
が
で
き
る
の
で
、
大
変
好
評
で
し
た
。

健
康
診
査
の
目
的
は
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
今
後
の
生
活
を
健
康
に
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
点
に
気
を
付
け
た
ら
よ
い
か
を
示
す
め
や
す
と
も
い
え
ま
す
。

健
康
診
査
を
機
会
に
、
自
分
の
か
ら
だ
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

結
果
で
、
「
要
医
療
」
の
人
は
医
師
と
相
談
し
て
、
「
要
指
導
」
「
要

観
察
」
の
人
は
、
食
事
や
生
活
に
注
意
し
て
、
定
期
的
に
血
圧
を
測

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
保
健
婦
や
栄
養
士
が
お
手
伝
い
を
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
健
康
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

／
ｌ
、 ）保険料は，所得控除の対象になります

定申告の際はお忘れなく－

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
み
な

さ
ん
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
「
社

会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
所
得
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
確
定
申

告
の
際
、
お
忘
れ
な
く
控
除
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
対
象
に
な
る
保
険
料
は
、
平

成
元
年
中
に
納
め
た
保
険
料
で
、
あ

な
た
自
身
の
保
険
料
は
も
ち
ろ
ん
の

ヘ
）

定額保険料

平成元年1～3月分…23,100円

（lか月7,700円×3か月）

平成元年4～12月分…72,000円

（lか月8,000円×9か月）

年間合計95,100円

平成元年度健康診査結果
こ
と
、
家
族
の
保
険
料
を
あ
な
た
が

支
払
っ
た
場
合
に
も
、
あ
な
た
の
所

得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
過
去
の
未
納
分
保
険
料
を

納
め
た
り
、
免
除
期
間
を
追
納
し
た

時
は
、
そ
の
分
も
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
お
忘
れ
な
く
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
へ

盆
二
三
’
一
二
二
内
線
二
三
二

要精検 要観察

付加保険料

定額保険料との合計99,900円

前納保険料（平成元年4月中に1

年分をまとめて納付した場合）

定額保険料 93,680円

付加保険料 4,680円

合計98,360円

1巴



2月16日㈱から

3月15日嗣まで■JJ11税の申告はお写⑨に
j

申告相談と受け付けの日程 個人市・県民税と所得税の，

時間：午前10時から午後3時まで の受け付けを， 2月16日㈱か

個人市・県民税と所得税の確定申告 は，個人市・県民税の[|'告をする必要

の受け付けを， 2月16日㈱から市役所 はありません。

税務課で行っています。 確定申告を

il1告期間 2ﾉ116日㈲から3月15II(*) しなければならない人“…

まで｡(ただし， 第2 ･ 4土曜 ◎事業をしている場合や，土地や建

日， 上I曜Hは除く』 物を売った場合などで，平成元年中

時間午前8時30分から午後5時ま の所得金額の合計額が，基礎控除

で｡(第1 ･ 3土曜Hは，午後 扶養控除などの所得控除の合計額を

‘ 12時30分まで） 超えるとき。

また，左表のとおり， 2月20II(火)か ◎サラリーマンで給与の年収が，

ら28日tl<)まで， 出張申告相談， 申告の 1,500万円を超える場合や，給与所

受け付けを行いますので，できるだけ 得や退職所得以外の所得金額の合計

最寄りの申告会場をご利用ください。 額が， 20万円を超える場合など。

嚇患I醐撫剛蟻f 車告にあたってのお願い
ます。 申告書に住所，氏名，扶養家族なとﾞ

個人市・県民税の申告を 必要なことがらを同封の申告書記載例

しなければならない人 』漁 “ を参考に書いてください。
今年の1月1 11現在，高萩市内に居 持参するもの

住していた人は．原則として申告をし ①印鑑収支を明らかにしたI帳簿、書

なければなりません。 類（給与所得者は源泉徴収票）

ただし，給与所得だけの人は， 申告 ②社会保険料，国民健康保険税，生命

する必要はありませんが，勤務先で市 保険料などの領収書または支払っ

役所へ給与支払報告書を提出していな た証明書

い場合は、本人が直接， 申告してくだ ③医療費を支払った領収書と保険金な

さい。 どで，補てんされた金額のわかる害

また，住所所ｲIﾐの県共同募金会に 類

対する10万111を超える寄付金について 『－－ " ： ＝--- -･…･

霊獣鯆簾灘1露鴛" |(ガｰﾙｽｶｳﾄの団員を蟇集〕
確定申告（所得税の申告） をした人 ； 平成2年度のガールスカウトの団員平成2年度のガールスカウトの団員

当
ご

と墓

云 場
レ
ー

上君田生活改稗センター

緑の郷コミュニティセンター

秋111中公民館

砦栗公民節

大能生活改蒋センター

中戸川公民館

赤浜田園都市センター

2月201 1

㈹

21II

（加

石滝公民館

安良川公民館

上手綱生活改稗センター

22I1

（水

関口公民館

高戸公民館

秋1 1 1生活改善センター

23｢1

（斜

下組生活改善センター

行人塚集会川

島名多日的研修会館

秋l.l lナカラ集会所

北組公民館

駒木原集会所

秋l l l下生活改蒋センター

261 1

（川

261 1

（川

軍

2711

（火）

高萩市農協松岡支所

有明町集会所

横川多目的集会所(仮称）

28｢｜

（水

※申告についての問い合わせ先

個人市・県民税“…･税務課

念23－2111内線203

所得税の確定申告…日立税務署

念(0294） 21－6346

“●

を募集しています。

募集人員

・ブラウニー（小学1～3年） 8人

・ジュニア （小学4～6年）若干名

※申し込み， 問い合わせは，

｣Jf満理子(a22-3139) ,佐藤たみ

子(a32-3019)/､

、消費税の確定申告をお忘れなく〔 ／

点もあるかと思いますので，税務署で

は，商工会議所などの協力も得ながら，

消費税についての説明会を開催したり

個別の相談にも応じています。

※詳しくは， ｜~I立税務署へ

S(0294) 21-6346

個人事業者のみなさんの消費税の確

定申告は， 1月1「1から4月2日(月)ま

でとなっています。消費税の課税事業

者に該当する人は，できるだけ早めに

お済ませください。

なお．今年は， 消費税が導入されて

初めての巾告でもあり，分かりにくい

ー

ろって加入し誌し改ぅ。識葬
県民交通災害共済

平成2年度の県民交通災害共済の加入を受け付け

ています。会費を添えて，市役所玄関受付にて手続

きを取ってください。

会費（1年間） 大人 900円

中学生以下 5001工l

共済期間毎年4月1口～翌年3月31日

万一の時のお支払い見舞金死亡 100万円

最高傷害 30万円

身障見舞金 50万円

※詳しくは，市民活動課へ念23-2111内線262

⑱ .”

う じ” ざと

雨情の郷･童謡のつどい

～北茨城市～

詩人野l 1雨情の文化遺産を受

け継ぎ、童謡に親しむ環境のな

かで，子どもたちが，情操豊か

に育つようにと “雨情の郷・童

謡のつどい'， を開きます。

と き 2月24H(: |j

○開会式，金田一春彦先生の

講演会…正午～午後1時30分

（北茨城市民ふれあいセンター）

○童謡コンサート…午後2時

20分から5時まで

（北茨城市民体育館）

※詳しくは，北茨城市教育委員

会社会教育課へ

S43-1111内線423

1日
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"昔とったきねづか”を

発揮してみませんか
）県政モニターを募集I

、

県では，県政についての県民の

みなさんの自由で清新な意見や要

望を聞き，県民参加の県政を進め

るため，県政モニターを募集して

います。

募集人員32人

応募資格県内に居住する20歳以

上の人（ただし，常勤の

公務員，地方公共団体の

議会の議員及び国・県．

市町村が委嘱した他のモ

ニターとなられている人

を除く｡）

任期平成2年4月から1年間

応募方法 「県政モニター申込書」

に所定事項を記入し，茨

城県広報課（〒310水戸

市三の丸1-5-38a0292-

24-9416）へ

締切日 2月28H(和当日消印有効

※詳しくは，市民活動課へ

念23－2111内線261

現在，教員の資質向上を図るため， 国をあげ

て新採1年目の先生を対象に「初任者研修」に

取り組んでおり， その非常勤講師を募集してい

ます。小・中学校を退職または本年度末に退

職される先生の力量を，再び後輩のためにご活

用ください。

勤務場所県内の小・中学校

…間攪洲測|旧8崎”
報酬 1時間2，360円（見込み）

旅費 1日 1,640円以内（見込み）

※詳しくは，各小・中学校， または教育委員会

へ 丑23-1131

Ｆ
》
）

ず………参Su5雷ujj那診ご月ﾐ画U,a｛
：
居」
工

： 高萩の四季 第6回市民＝
L

＃ 高萩の四季を題材とした写真,絵画,短歌，俳句な
工

§どの’展示・発表をします。

： と き 3月17H( |:)から25H(日)まで
厚
~L

： 午前9時から午後7時（最終日は午後4時ま
印 一テ急 ､

畠 k･ノ

謂恕態言店,深谷書店’ ,雛…もと．
L［

ミミュニティストア高浜やおけん，野木商店，ピアノマ
エ

ミート(磯原)， 日立市民会館,文化会館(冠23-7411）
鼬r屈碑貸出”E…号抱r恩〆…呼出配rE〆包〆…H浸出H〆配配副〆国〆雅忍〆H十…砕咋H品毎“ｧ“価

、

(介護技術講習会の参加者を募集 〆

在宅でお年寄りや|潭害者のお世話をしている

人や， そうした人の介護に関心のある人のため

に，介護技術講習会を開きます。

と き 3月5n(月), 6日（火）

ところ身体障害者療護施設「愛正園」

募集人員20人(定員になり次第,締め切ります｡)

参加料無料

※詳しくは，愛正園へ窓23-6373 ’
｜ﾉ ､一言チ ヨ 号=桝

謬謹
苓

nA＊]

猫『＋

”
: EH

卜4

署7

そろって投票しましよう。※詳しくは，高萩市選挙管理委員会へ丑23-2111内線312－ 14



⑦3月の日曜当番医⑦

2月の市民相談室での行政相談，交通事故

oご相談にどうぞ相談は，次のとおりです。 （無料です｡）
し行政相談： 2月22日(*j (午後1時から3時）

し交通事故相談： 2月21日㈱（午前10時から午後3時） 時間は，いずれも午前9時から午後4時までで式

） ｜少年スキー教室の 1
′ ’ 参加者募集’

〆

宅内排水設備工事の説明会にお集りください

日立・高萩・十王広域下水道組合

下水道工事中は， みなさんに大変ご

迷惑をおかけしましたが，次の区域が

下水道を使用できるようになりました。

この地域に家屋をお持ちの人は， トイ

レを水洗にしたり，台所や風呂などの

家庭の雑排水（雨水以外の水） を，下

水道に流すよう改造していただくこと

になります。

そこで，次の日程で宅内排水設備工

事の説明会を開催しますので，ぜひ，

お集りください。

と き 2月24日仕） 午前10時から

ところ中央公民館大会議室

と き 3月27H(火), 281=I (j<)

ところ山形県天元台スキー場

内容楽し<安全な基礎スキー

対象者小学5 ． 6年生， 中学生

募集人員45人（定員オーバーの場合

は，抽選）

参加料10，000円

※申し込みは， 3月6日(火)から17日(二H

までに市民体育館へ（12日(月)は休館で

す｡） 金23-2552

璋

（ 保母の資格を持つみなさんへ

使用できる地区（図表の地区） 市では，市内の公・私立保育所(園）

安良川 （蛇沼の一部，東町，西町） の保母が， 出産または傷病のため療養

大和町1 ． 2 ． 3 ． 4丁目の一部 休暇を必要とする際の代替保母の不足

春日町1丁目の一部 に悩んでいます。

※詳しくは， 日立・高萩・十王広域下 保母の資格を持つ人で， これらの代

水道組合，工務課へ a32-5595 替保母を希望する人は，福祉事務所へ

登録してください。代替保母が必要に

なった時に，勤務をお願いします。

登録資格者保母有資格者で，勤務が

可能な人

必要書類保母資格証明書の写し

※詳しくは，福祉事務所へ

盆23－2111内線356

一一一一一一一一一一一一一一一一一）一一一一一一一一一一一」一一一（二一』』 司

謹舞

蕊ヴ q｢歳末たすけあいに役立ててくださいJ

と，かわいい声をそろえて募金を手渡

すキリスト教聖児幼稚園の子どもたち

＝昨年の12月22日固＝
／

○中央公民館募金箱 3,680円

○坂場博一さん 3，()00円

螺
ありがとう ｰ

○吉田好毅さん （春日町）

33，800円

第4回チャリティースケッチ益金

○堀江やゑさん （秋山）

100,000円 香典返しの一部

○高萩地区更生保護婦人会

20，0()0円

身体障害者福祉作業所，萩の里へ

○高萩協同病院

100,297円病院祭チャリティー益金

○農協婦人部

もち米78kg 施設もちつき会へ

○鈴木三郎さん （石滝）

50，0()0円 香典返しの一部

○山縣房義さん （秋山）

100，000円 香典返しの一部

○鈴木豊男さん （大みか）

10，0()0円 臨海学園へ

驚慰驚

○根本 賢さん （水戸市）

3,137円 社会福祉へ

○日本加工製紙㈱青年婦人部

4,151円 社会福祉へ

○日立市民生活協同組合100,000円

○茨城県建築士会高萩支部 米17kg

O母子福祉会 5,445円

○I 1本加工製紙㈱高萩工場管理職一同

60，000円

○北部自動車サービスエ場36,500円

○市役所税務課一同 4,696円

囮寄贈・図書館へ

新本寄贈

○赤根順子さん （東京都）

○生化学工業㈱高萩工場
〈にひろ

○斉藤收弘さん （本町）

100,000円相当

囮寄贈・勤労青少年ホームへ

○高萩地区更生保護婦人会

50,000円（図書購入代として｡）

（ 歳末たすけあい
、
ｌ
ノ

○生長の家高萩相愛会 10，000円

○台駒木原高砂老人会 7,353円

○遺族会婦人部 10,057円

○箕輪梅子さん 30,000円

○立正佼成会茨城教会青年部

90，072円

○塩畑アイ子さん 15，000円

○廣和建設㈱ 1,015円

○秋山小学校児童会 89,547円

○キリスト教聖児幼稚園 31,137円

－2月18日旧)は，衆議院議員総選挙の投票日です。大切な一票，みんな1S

4日

11日

18日

25日宍戸医院

白土医院

諸原医院

十王医院

|立花医院

東本町

局F1

十王町

東本町

安良川

22-2697

23-3113

32-3266

22-3512

23-2318



5年前のくやしさが銀メダ
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年
十
二
月

安

神

社子どもたちの舩事成長を願って．一年に何度かお参

りに行きますが，参拝して後．すがすがしい気分で境

内より広々とした海を眺める時，何とも言えぬ落ち蒜

きとやすらぎを感じます。

高萩美術協会会員
に
初
め
て
県
大
会
に
冊
場
し
た
時
、
自

分
だ
け
が
良
い
成
縮
を
と
れ
ず
、
全
同

大
会
へ
出
場
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、

大
槻
さ
ん
を
奮
起
さ
せ
ま
し
た
。
以
来

全
国
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
を
目
標
に

脈
Ⅱ
、
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。

石 芦喜

I 平成元年9月撮影）

＊献血だより＊

◎ご協力をお願いします

、

ｰv、

青
年
技
術
者
の
技
術
向
上
を
目
的
に
開
か
れ
る
技
能
五
輪
大
会
に
、
雪
辱
の
闘
志
を
燃

や
し
、
つ
い
に
国
際
大
会
で
銀
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
大
槻
裕
司
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

テ
ン
レ
ス
な
ど
を
溶
接
し
た
製
品
の

外
観
、
寸
法
、
水
圧
耐
久
度
な
ど
、
そ

の
精
度
が
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
精
度
の

目
標
を
掲
げ
、
納
得
が
い
く
ま
で
製
作

に
取
り
組
み
、
徹
夜
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
「
真
剣
に
な
り
す
ぎ
る
」

◎献|Ⅲ者実数です。
電
気
溶
接
職
種
部
門
で
は

ト
ー ▲第30回技能五輪国際大会の表彰式で，サッチャー英

首相から祝福を受ける大槻さん(左から2人目）

と
職
場
の
人
や
両
親
に

心
配
さ
れ
る
ほ
ど
ひ
た

む
き
な
大
槻
さ
ん
で
す
。

機
械
に
興
味
が
あ
り

日
立
工
業
専
修
学
校
へ

進
み
、
Ⅱ
立
製
作
所
㈱

Ⅱ
立
工
場
へ
就
恥
し
ま

し
た
。
自
分
で
選
ん
だ

技
術
分
野
の
道
、
好
き

だ
か
ら
苦
労
も
さ
ほ
と

こ
た
え
な
い
が
、
「
何
よ

り
も
二
度
目
の
挑
戦
で

あ
り
、
後
輩
に
迫
わ
れ

納税一

I （第4期）
（2）1分）

までです一

2月の 鉄
や
ス

F … ’

固定資-産税

磐 都市計‘側税

国民年金

一2月28日㈱

ぺ

）
る
身
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き
く
て
：
山

激
し
い
闘
志
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
、

一

一

し

〃

訓

練

は

本

番

の

如

し

、

本

番

は

訓

練

の
如
し
〃
を
毎
Ｈ
Ⅱ
ず
さ
み
、
心
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
も
大
事
な
技
術
向
上
の
要

素
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、
県
大
会

を
ク
リ
ア
、
全
国
大
会
で
念
願
の
優
勝

に
輝
き
、
世
界
の
舞
台
で
そ
の
名
を
知

ら
し
め
ま
し
た
。

「
銀
メ
ダ
ル
を
取
っ
て
も
、
職
場
で
は

ま
だ
ま
だ
新
人
、
こ
れ
か
ら
が
力
の
み

せ
ど
こ
ろ
、
応
援
し
自
分
を
支
え
て
く

れ
た
人
た
ち
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
り
た
い
】
と
謙
虚
な
大
槻
さ
ん
、
目

標
達
成
ま
で
が
ま
ん
し
て
い
た
車
の
運

岻
免
許
も
取
得
し
、
「
今
年
は
巾
が
欲
し

い
な
凶
と
、
笑
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
フ
レ
ッ

、
ン
ユ
マ
ン
で
す
。

卦人□と世帯し

前)l比

人口35，508人 （＋39）

男 17，463人 （＋6）

女 18，()45人 （＋33）

世帯 10，908世帯(+4)

（平成2年1月1n現ｲl;)

写真集を販売中

市民のみなさんから提供していた

だきました写真を中心にして制作し

た‘‘写真集「高萩」ふるさとのあゆ

み"を,市役所玄関受付で販売してい

ますので，ぜひおもとめください。

●1冊3,000円（消費税を含む｡）

I職撫"-畷聟”

編
集
後

陽
昨
年
一
年
川
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
で
、
市
内
の
で
き
ご
と

が
関
東
甲
信
越
地
方
の
お
茶
の
問

に
む
け
て
三
十
川
本
放
映
さ
れ
ま

し
た
。
民
放
の
十
五
秒
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
が
何
千
万
円
、
と
い
わ
れ
る

時
代
に
有
り
靴
い
こ
と
で
す
。

市
に
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
ラ
ジ

オ
、
月
刊
紙
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
出
入
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
と
思
う
怖
報
を
よ
ろ
し
く
。
（
存
）

圏
銀
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
大
槻
さ

ん
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
英
首
相
と
握
手

を
交
わ
し
た
。
金
メ
ダ
ル
受
賞
者

の
み
が
受
け
ら
れ
る
握
下
、
そ
れ

を
、
そ
ば
に
来
ら
れ
た
英
首
机
の

前
に
手
を
差
し
延
べ
る
と
、
笑
顔

で
こ
た
え
ら
れ
た
と
い
う
。
青
年

の
素
直
で
自
然
な
ふ
る
ま
い
が
功

を
奏
し
た
の
だ
ろ
う
。
人
と
会
う

機
会
が
多
い
私
‘
〃
素
価
に
〃
と
自

戒
し
て
は
い
る
の
だ
が
：
。
（
ヒ
ロ
）

1巳

と き ところ

㈱永芥園本舗
3ﾉ11日

(木）
111之内製薬㈱

時間

午前10時から

11時3()分まで

午後12時から

3時まで

と き

12月6日(ｲ, |駅東|~l西口

12Ⅱ27日{北
｜ 駅1胴口

ljl5日㈱

1－→

と－つ 献'11者実数

205人

93人

120人


